
平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」 選定取組

取組名称：学士力養成のための共通基盤システムを活用した主体的学びの促進
取組大学：千歳科学技術大学（代表校）山梨大学、愛媛大学、佐賀大学、北星学園大学、創価大学、愛知大学、
桜の聖母短期大学

国立・私立・理系・文系・学部・短大が協力し、英語・数学・日本語・情報等の共通基盤的な教育内容をICT活用で共
有し、かつFD・SDを通じて各大学の教育方法も共有しながら質の高い教育プログラムを展開し、知識を着実に展開
して問題解決にあたれる人材育成を目指す。さらに、ステークホルダの要請に基づき、他大学や地域社会で活用で
きる汎用性の高い学習内容（教材）や方法を構築し、ユニバーサル時代の日本の教育の質向上への寄与を目指す。

◇ 中央教育審議会大学分科会2012：予測困難な時代において

生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ

◇ 「大学改革実行プラン」に基づく教育改革の推進

課題、背景

期待される効果

私立大学

北星学園大学

－現eラーニング実施先進大学間連携－－

○クラウド上の教育資源

（基盤教材・シラバス・到達度テスト）

①初年次の学修支援

②キャリア系の学修支援

③体験型・交流型の教育プログラム

協力体制：ステークホ
ルダ

大学eラーニング協議会

日本リメディアル教育
学会

日本情報科教育学会

「質の高い学士力の確保」と「主体的な学びの促進」

大学間連携共同教育推進委員会（FD/SD)

私立大学

千歳科学技術大学

（代表校）

国立大学法人
佐賀大学

私立大学

創価大学

私立短期大学

桜の聖母短期大学

私立大学

愛知大学

国立大学法人
山梨大学

国立大学法人
愛媛大学

（協働）
●共通基盤教材の整備
●学習観の整備
●情報の能力定義 等

（要請）
● 実証と水平展開

ステークホルダ
（協働・要請）

社会への波及

「他大学や地域社会で活用できる汎用性の高い学習内容（教材）や方法を構築


